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第四次草加市教育振興基本計画 

笑顔かがやく草加教育プラン 

 計 画 の趣 旨  
◇ 教育基本法第17条第2項に基づき、本市の教育の振興を図るための施策に関する基本

的事項を定める計画です。 
 
◇ 国や埼玉県の教育振興基本計画を参酌するとともに、第四次総合振興計画第三期基本

計画と整合を図り、基本目標と施策を体系化しています。 
 
◇ 計画は、子ども教育、生涯学習、人権教育を基本構成とし、第四次総合振興計画第三

期基本計画に合わせて今後４年間に取り組む基本目標と施策を明らかにしています。 
 
◇ 教育を取り巻く環境の変化と課題や、第三次草加市教育振興基本計画における成果と

課題を踏まえ、課題解決のための施策の方向性と主な取組を示します。 

 

 計画の期間  

 令和６年度～令和９年度 

 

 基 本 理 念  

 生きる力を共に教え育てる草加の教育 

 学校・家庭・地域が、互いに信頼し、絆を深め、連携・協働して支え合い、「生きる力を
共に教え育てる草加の教育」を基本理念とします。 
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計画のイメージ 
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第四次草加市教育振興基本計画「笑顔かがやく草加教育プラン」施策体系図 

基本理念 基本構成 基本目標 施 策

１－１ 子ども教育の連携の推進

１－２ 自ら学ぶ「草加っ子」の育成

１－３ 心豊かな「草加っ子」の育成

１－４ たくましく生きる「草加っ子」の育成

１－５ 多様なニーズに対応した教育と支援の
    充実

１－６ 草加っ子の学びを支える教職員の指導力
    向上

２－１ 地域とともにある学校づくりの推進

２－２ 家庭教育への支援

３－１ 安全安心な学校教育施設の整備・充実

３－２ 学習環境の整備・充実

４－１ 生涯を通した多様な学習機会の充実

４－２ 公民館・文化センターの整備と生涯学習
    環境の充実

４－３ 文化遺産の発掘・保存・活用の計画的、
    継続的な取組の推進

４－４ 読書や学びを支え市民に役立つ図書館
    サービスの充実

５－１ 学校人権教育の推進

５－２ 社会人権教育の推進

生
き
る
力
を
共
に
教
え
育
て
る
草
加
の
教
育

Ⅰ 子ども教育
  「自ら学び、心豊かに、
   たくましく生きる
   草加っ子の育成」

１ 一人ひとりを大切にする幼保小中
  を一貫した教育の推進

２ 学校・家庭・地域の連携・協働の
  推進

３ 教育環境の整備・充実

Ⅱ 生涯学習
  「学びを通して生きる力
   を育む生涯学習社会の
   推進」

４ 学びの成果が発揮される生涯学習
  の推進

Ⅲ 人権教育
  「人権を尊重し合う
   教育の推進」

５ 人権教育の推進
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◇ 自己肯定感・自己有用感・他者理解の育成
◇ 幼保小中を一貫した教育を支える指導資料の
  活用

◇ 幼児教育の充実
◇ 交流・連携の充実による幼保小中を一貫した
  教育の推進

◇ ふるさと草加学習の推進（再掲）

◇ 「草加っ子の基礎・基本」の定着
◇ 各種学力調査の実施と分析・活用
◇ 児童生徒の学習に対する支援の充実
◇ 「草加っ子の学びを支える授業の5か条」を活用した授業改善（再掲）

◇ 教員の授業改善（再掲）
◇ ＩＣＴの整備と活用（再掲）
◇ 小学校外国語・外国語活動及び中学校英語教育の充実

◇ 学校図書館教育の充実
◇ ユニバーサルデザインの視点を取り入れた
  授業・環境づくりの充実（再掲）

◇ 「草加っ子の基礎・基本」の定着
◇ 道徳教育の充実
◇ 「いのちをつなぐ教育」の推進
◇ 音楽教育の推進

◇ 自然と触れ合う体験活動の推進
◇ 読書活動の推進
◇ 生徒指導の充実

◇ 「草加っ子の基礎・基本」の定着
◇ 体育・保健体育の授業の改善
◇ 生活習慣の改善
◇ 中学校部活動の推進

◇ 学校給食の推進
◇ 食育の推進
◇ 学校保健の充実

◇ 教育相談の充実
◇ 特別支援教育の充実
◇ 特別支援教育の就学奨励費の補助

◇ 特別支援学校等との連携
◇ 一人ひとりに応じた就学援助の充実
◇ 入学準備金及び奨学資金貸付制度の見直し

◇ 貸付金の滞納解消に向けた取組
◇ 外国籍児童生徒に対する教育の推進

◇ 「草加っ子の学びを支える授業の5か条」を活用した授業改善

◇ 教員の授業改善
◇ 市委嘱研究の充実

◇ ＩＣＴの整備と活用（再掲）
◇ ユニバーサルデザインの視点を取り入れた
  授業・環境づくりの充実

◇ 教育相談及び特別支援教育に係る研修の充実
◇ 教職員の働き方改革

◇ 学校運営協議会の充実
◇ 学校応援団の充実
◇ 児童生徒の安全管理の充実
◇ 中学校部活動の推進（再掲）

◇ 学校・家庭・地域が一体となった防災教育の推進
◇ ふるさと草加学習の推進
◇ 土曜日等の教育活動の充実

◇ 学校経営の充実
◇ 学校評価制度の活用
◇ 小中学校通学区域審議会の開催

◇ 「親の学習」講座及び子育て講演会の開催
◇ 子育てリーフレット及び家庭・学校連携シートの
  活用

◇ 児童生徒の学習に対する支援の充実（再掲）
◇ 生活習慣の改善（再掲）

◇ 食育の推進（再掲）
◇ 学校保健の充実（再掲）

◇ 学校施設の維持管理
◇ 校舎等の改築・大規模改修等

◇ 自然の家の管理・運営
◇ 共通管理備品の整備

◇ ＩＣＴの整備と活用
◇ 教材教具の整備
◇ 学校図書館教育の充実（再掲）

◇ 特色ある学校経営を推進するための予算の充実
◇ ユニバーサルデザインの視点を取り入れた
  授業・環境づくりの充実（再掲）

◇ 学びのきっかけづくり
◇ 学びの充実とネットワークづくり
◇ 学びの成果をいかす人づくり

◇ 地域における生涯学習施設の整備
◇ 身近で地域性をいかした学習機会の提供

◇ 文化財保護意識の高揚
◇ 文化財保護体制の確立
◇ 文化財保護施設の整備

◇ 図書館資料や情報の充実及び効果的・効率的な提供
◇ 郷土資料等の充実
◇ レファレンスサービスの充実

◇ 誰もが使いやすい図書館づくり
◇ 読書や図書館の魅力を伝える活動の推進
◇ 子ども読書活動の推進

◇ 学校人権教育の推進
◇ 児童虐待から子どもを守る取組の推進

◇ 社会人権教育の推進

主な取組
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子ども教育「自ら学び、心豊かに、たくましく生きる草加っ子の育成」 
 学校・家庭・地域の連携・協働の下、次代を担う子どもたちの自己肯定感・自己有用感・
他者理解を高め、生きる力を育むとともに、知・徳・体のバランスのとれた目指す「草加
っ子」の育成を図ります。 
 
基本目標１ 一人ひとりを大切にする幼保小中を一貫した教育の推進 
 子どもたち一人ひとりのよさや可能性、それぞれの育ちや成⾧に目を向けた支援を行え
るよう、０歳から１５歳までの育ちを見通したカリキュラムの編成などを通して、幼保小
中を一貫した教育に取り組みます。子どもたち一人ひとりがかけがえのない存在であると
いう基本に立ち、幼保小中のつながりや、知・徳・体に係る全ての教育活動を通して、自
己肯定感や自己有用感を高めるとともに、他の人のよさを認めることができるよう子ども
教育の充実を図ります。 
 乳幼児期の教育・保育については、発達段階や教育・保育の実施時期に応じた、遊びを
通しての総合的な指導の充実を図り、生きる力の基礎を育てます。 
 学校教育については、幼児教育の成果を小学校以降の学びにいかす系統性にも留意し、
児童生徒の基礎・基本の徹底を図るとともに、知識及び技能の習得、思考力・判断力・表
現力等の育成、学びに向かう力・人間性等の涵養を支援するため、個別最適な学びや協働
的な学びを一体的に充実させるとともに、主体的・対話的で深い学びを推進し、誰一人取
り残すことのない、一人ひとりの可能性が引き出される教育の実現を目指します。併せて、
持続可能な社会の創り手となることを見据え、「自分の考えを持つ」「伝える」「コミュニケ
ーションを行う」「他者と協力する」能力態度の育成を重視するとともに学習活動の充実を
図ります。また、児童生徒の「知る」「調べる」「学ぶ」好奇心に応えるため、児童生徒が
読書に親しむ環境の充実を図ります。 
 道徳教育や体験活動、環境教育、音楽教育、読書活動等を通じて、命の大切さや主体的
に正しく判断し行動する力を育むとともに、感動、思いやり、協調性などを持った心豊か
な児童生徒の育成を目指します。また、いじめや不登校などの学校生活の諸問題に対して、
誰でも気軽に相談できる相談体制の充実を図ります。 
 心身ともに健康で活力のある生活が営めるよう、運動に親しみ、規則正しい生活を送る
児童生徒を育成します。また、健やかな体づくりのため、地産地消による学校給食、食育、
学校保健の充実を図ります。 
 全ての子どもたちが、等しく教育を受けられるよう、一人ひとりのニーズに応じ、関係
機関と連携した支援の充実を図ります。 

基本構成Ⅰ 
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 一人ひとりを大切にする教育の質が高められるよう、教職員への研修等の充実を図り、
指導力の向上を目指します。併せて、取り組むべき教育課題に対応した研究を推進し、市
内各校へその成果と効果的な方策を広げます。 
 
基本目標２ 学校・家庭・地域の連携・協働の推進 
 ０歳から１５歳までの全ての子どもに、これからの時代を生き抜き、持続可能な社会の
創り手として未来に向かう力や地域への愛着と誇りを育むため、地域や保護者等が学校運
営に参画することを通じて、学校・家庭・地域が一体となり、子どもたちの成⾧を支える
上での目標や課題を共有し、地域とともにある学校づくりを推進します。 
 学校・家庭・地域が、目指す「草加っ子」を共有し、全ての子どもたちのよさや可能性
がいかされ、自己肯定感・自己有用感が高められるとともに、他の人のよさも認めること
ができるよう連携・協働を進めます。 
 子育ての悩みを解消する学習機会の提供など、子どもたちの「生きる力」の基礎となり、
教育の出発点であり重要な役割を担っている家庭教育への支援を更に推進します。 
 
基本目標３ 教育環境の整備・充実 
 「草加市公共施設等総合管理計画」「草加市学校施設等⾧寿命化計画」等に基づき、計画
的に学校教育施設の改修や⾧寿命化を進め、安全で安心して学習できる教育環境を整備し
ていきます。 
 教材・備品の整備・充実とともに、教育の情報化に対応した学習環境の整備・充実を図
り、児童生徒のコミュニケーション能力、課題解決能力、情報活用能力を育成し、情報モ
ラルの向上を図りながら、ＩＣＴを活用した効果的な教育活動に取り組みます。 
 

 
 
 

生涯学習 「学びを通して生きる力を育む生涯学習社会の推進」 
 
基本目標４ 学びの成果が発揮される生涯学習の推進 
 市民一人ひとりのライフステージに応じた多様な学習情報や様々な手法による学習機
会を提供するとともに、自己肯定感・自己有用感を大切にし、習得した技能や知識を地域
づくりに還元していくことを、他施策との連携を図る中で目指します。 
 公民館・文化センターなどの施設については、「草加市学校施設等⾧寿命化計画」を踏ま
え、大規模改修などの⾧寿命化対策に取り組むとともに、地域の生涯学習活動の拠点とし

基本構成Ⅱ 
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て、地域資源としての、大学、ＮＰＯ法人、サークルや団体などの学習資源を活用し、市
民の学習機会の充実に向けた取組を進めます。 
 「草加市文化財保護指針」に基づき、本市の文化財の保護のほか、国指定名勝「おくの
ほそ道の風景地 草加松原」については、周辺環境に配慮しながら、その保存・活用を図
り、後世に継承していくとともに、文化財への理解を深めるための取組を進めます。 
 図書館サービスでは、市民ニーズに応じた資料の整備や利便性の高いサービスを提供す
ることで、学校・家庭・地域において、市民が読書に親しむ機会を充実させます。 
 広く市民に対し、読書や図書館の魅力を伝える活動を推進するとともに、既存サービス
の充実や利用方法の周知により、市民の読書や学びを支援します。 
 子どもたちには、いつまでも心に残る本との出会いを通して、「生きる力」を育んでいき
ます。 
 
 

 
 

人権教育 「人権を尊重し合う教育の推進」 
 
基本目標５ 人権教育の推進 
 学校教育では、人権が尊重される教育の場としての学校・学級において、自他の大切さ
を認め合い人権を大切にし合う教育を推進し、子どもの人権擁護の視点に立ち、基本的人
権を尊重する意識の醸成・定着・高揚に努めます。 
 社会教育では、より多くの市民が人権について考え、より身近なものとして捉えること
ができるよう、学習機会の充実に努め、全ての人が相互に存在を認め合い、尊重し合う平
和な社会の実現を目指します。 

  

基本構成Ⅲ 
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施策１－１ 子ども教育の連携の推進 
◆ 目指す「草加っ子」の実現に向け、自己肯定感・自己有用感・他者理解の重要性を周

知し、幼保小中・家庭・地域における育成を推進します。 
◆ 幼児教育において、幼児教育推進体制の充実や国の幼児教育スタートプランに関連す

る活動等に取り組み、幼保小の円滑な接続が図られるよう、各園の教育・保育を支援し
ます。 

 
施策１－２ 自ら学ぶ「草加っ子」の育成 
◆ 自ら学ぶ「草加っ子」の育成に向け、学校における日々の授業を充実させます。また、

基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得させ、これらを活用し、自分の考えをもち、
伝える力（課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力等）を育むとともに、
主体的に学習に取り組む態度を養い、個性をいかし多様な人々との協働を促す教育を推
進します。 

◆ 授業を行う教師と全小中学校に配置しているＡＬＴの役割を明確にし、実践的な英語
力（英語をコミュニケーション手段として使う力）を身に付けられる授業を展開するこ
とで、児童生徒が言語や文化に対する理解を深め、積極的にコミュニケーションを図ろ
うとする態度の育成を図り、グローバル化に対応した児童生徒を育成します。 

 
施策１－３ 心豊かな「草加っ子」の育成 
◆ 子どもたちの規範意識の低下や人間関係の希薄化、いじめ、不登校などの様々な課題

を解決するため、幼保小中を一貫した教育を推進し、児童生徒の自己肯定感・自己有用
感を一層高めるとともに、児童生徒が他の人のよさを認めることができるよう、各校を
支援します。 

◆ 幼児期から、人や自然との関わりを広げる豊かな体験活動を通して、感性の形成やコ
ミュニケーション能力の向上を図るとともに、音楽や自然との触れ合いなどの体験活動
や読書活動をより一層充実させます。 

 
施策１－４ たくましく生きる「草加っ子」の育成 
◆ 心と体を一体として捉え、生涯にわたって心身の健康を保持・増進し、豊かな人生を

送れるよう、力いっぱい運動し、しっかり食事をとり、ぐっすり睡眠をとる等の基本的
な生活習慣を身に付けた、健康でたくましい児童生徒の育成を目指します。 

◆ 学校給食業務では、給食事業全体の収支を踏まえ、市内の地場産の食材、埼玉県内産

施策と主な施策の方向 
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の食材を積極的に活用するとともに、アレルギー対策などを講じ、安全でおいしい草加
の給食を提供します。 

◆ 学校保健を充実し、健康でたくましい児童生徒の育成を図ります。 
 
施策１－５ 多様なニーズに対応した教育と支援の充実 
◆ 児童生徒の不登校などに対応するため、様々な教育相談活動を推進するとともに、ス

クールソーシャルワーカーや学校支援指導員などの派遣を通して、学校や関係諸機関と
連携を深めることで、一人ひとりの状況に応じた、きめ細かな支援の充実を図ります。 

◆ 特別な配慮を要する児童生徒の多様化する教育的ニーズに対応し、一人ひとりのよさ
や可能性を最大限に発揮できるよう、個々の特性を踏まえた適切な情報提供を行い、丁
寧な相談活動を推進するとともに、十分な環境整備や支援体制を構築していきます。 

◆ ノーマライゼーションの理念に基づき、共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育
システムの構築に向け、特別支援学級、通級指導教室の担当教員の育成及び通常学級に
在籍する発達に課題があると思われる児童生徒への支援として、通常学級を含めた全教
員の指導力の向上に取り組むとともに、埼玉県立草加かがやき特別支援学校や埼玉県立
越谷特別支援学校等との支援籍学習を推進します。 

 
施策１－６ 草加っ子の学びを支える教職員の指導力向上 
◆ 市委嘱研究を計画的に進めるとともに、指導訪問や要請訪問等において適切な指導・

支援を行い、教員の指導力の向上を図ります。 
◆ 誰一人取り残すことのない教育の実現に向け、全ての児童生徒が主体的に学び、可能

性を最大限伸ばせるよう、ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業改善や、個に
応じた合理的配慮の提供を進めます。 

◆ 児童生徒を取り巻く環境の変化に伴い、学校だけでは解決が難しくなってきている不
登校対応等についての研修を充実させます。 

◆ 教職員の業務の合理化・効率化、教育の質の維持向上を図るため、教職員の適正な勤
務体制づくりを進めます。 
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施策２－１ 地域とともにある学校づくりの推進 
◆ 学校運営協議会と学校応援団が両輪となり、コミュニティ・スクールとして地域とと

もにある学校づくりを行えるよう一体的に推進します。 
◆ 学校を含めた地域社会の中で、土曜日や放課後などにおける児童生徒の学習活動や体

験活動の充実を図るなど、地域との交流・連携をいかした取組を進めるとともに、交流・
連携しやすい環境づくりを推進し、学校・家庭・地域が一体となった教育活動に取り組
みます。 

◆ 豊かな地域資源を活用し、草加の歴史や文化に触れることができる体験学習等を計画
的・系統的に進め、子どもたちが草加のよさを知り、愛着や誇りを持てるよう、ふるさ
と草加学習の充実を図ります。 

 
施策２－２ 家庭教育への支援 
◆ 目指す「草加っ子」の実現に向け、家庭への周知と子どもへの関わり方、子育てに関

する知識等を情報提供するなど、家庭教育の充実を図ります。 
◆ 「親の学習」講座については、講師となる埼玉県家庭教育アドバイザーに対し、子ど

も教育連携推進に関する理念の浸透を図ることで、講師の質の向上と育成に努めるとと
もに、保護者向けに配布しているリーフレットを十分に活用しながら実施することで、
講座の内容を一層充実させます。 

 
施策３－１ 安全安心な学校教育施設の整備・充実 
◆ 「草加市公共施設等総合管理計画」、「草加市学校施設等⾧寿命化計画」等に基づき、

校舎等の改築・大規模改修等、安全安心な教育環境の整備を環境に配慮しながら効果的・
効率的に進めます。 

◆ 学校施設は、災害時の避難所としての指定を受けていることから、関係部局との連携
を図り、防災機能の向上に取り組みます。 

◆ 奥日光自然の家は、施設の老朽化が進んでいることから、現有施設の改修などを行い
ながら維持管理や運営に取り組むとともに、今後の施設の在り方についての検討を進め
ます。 
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施策３－２ 学習環境の整備・充実 
◆ 学習指導要領を踏まえ、児童生徒が学習内容を確実に身に付けられるよう、必要な教

材教具の整備を進めます。特に、ＩＣＴ支援員や一人一台のタブレット端末、大型提示
装置、デジタル教科書等を効果的に活用し、学習活動の充実を図ります。 

◆ 特色ある学校経営の推進に向け、各校の教育目標の達成を目指し、積極的な活動がで
きるように教育環境や学習環境の整備を行い、各校の主体的な取組を支援します。 

 
施策４－１ 生涯を通した多様な学習機会の充実 
◆ 学びのきっかけづくりとして、市内にある学習情報を集約化した生涯学習情報提供サ

イト「マイ・ステージ」の充実と普及に努めます。 
◆ 大学、ＮＰＯ法人、民間企業などと連携し、そうか市民大学や子ども大学そうかの内

容の充実に努め、市民の高度で多様な学習ニーズに応じた学習機会を提供します。 
◆ 学びを通して得た絆をいかし、地域を支える人材の育成を目指します。 
 
施策４－２ 公民館・文化センターの整備と生涯学習環境の充実 
◆ 公民館・文化センターの整備については、「草加市公共施設等総合管理計画」、「草

加市学校施設等⾧寿命化計画」等に基づき施設の⾧寿命化を図るため、適切に施設の状
況を把握し、より効果的・効率的な維持管理や修繕に努めます。 

◆ 公民館・文化センターの運営については、放課後における子どもたちの居場所づくり
を継続して進めるとともに、子育て支援事業及び高年者事業の充実並びに外国籍市民向
けの事業の実施を進めます。 

 
施策４－３ 文化遺産の発掘・保存・活用の計画的、継続的な取組の推進 
◆ 草加の歴史文化を構成する貴重な文化財について、草加市文化財保護指針を踏まえ、

「文化財保護意識の高揚」、「文化財保護体制の確立」、「文化財保護施設の整備」の
三つを大きな柱とし、個々の取組を推進します。 

 
施策４－４ 読書や学びを支え市民に役立つ図書館サービスの充実 
◆ 中央図書館では、市民の生涯にわたる自主的な学習活動を支え促進するとともに、子

育て支援など、市民が抱えている課題を解決できるように、地域の情報拠点としての役
割を果たします。 
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施策５－１ 学校人権教育の推進 
◆ 児童生徒一人ひとりの発達段階に応じた人権を大切にし合う教育を推進し、人権意識

の高揚を図ります。人権についての正しい理解を深め、自他の存在を大切にするととも
に、様々な人権問題を解決しようとする児童生徒の育成を目指します。 

◆ 「草加市人権尊重都市宣言」に基づき、インターネットによる人権侵害や性の多様性
などの人権問題にも対応できるよう、管理職対象の研修会を始め、教職員の人権教育研
修の充実を図ります。 

◆ 子どもの人権擁護の視点に立ち、基本的人権を尊重する意識の醸成・定着・高揚に努
めます。 

 
施策５－２ 社会人権教育の推進 
◆ 市民が自ら考え行動できるよう、吉町集会所や公民館・文化センターにおいて、様々

な啓発活動を実施し、更に学習機会を設けることで、全ての人が相互に存在を認め合い、
尊重し合う平和な社会の実現を目指します。 
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